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いずれの議案も可決承認されました

デマンド型乗合タクシーの存続と制度
拡充を求める請願は趣旨採択、議員
発議の決議は可決となりました

令和元年第２回定例会が開催され
いずれの議案も可決承認されました

デマンド型乗合タクシーの存続と制度
拡充を求める請願は趣旨採択、議員
発議の決議は可決となりました

令和元年第２回定例会が開催され
いずれの議案も可決承認されました

デマンド型乗合タクシーの存続と制度
拡充を求める請願は趣旨採択、議員
発議の決議は可決となりました

▲市内指定
文化財の百

体磨崖仏（
上志筑）

8.20

令和元年8月20日発行　発行者／かすみがうら市議会　　編集／議会だより編集特別委員会　ＴＥＬ.0299-59-2111

P2-3

P4

P5

P6-7

P8-11

P12

６月定例会提出議案

議案審査特別委員会議案質疑

特集

委員会活動

一般質問

コラム

58



2KASUMIGAURA

６月定例会提出議案

令和元年第２回定例会議案等議決結果一覧
令和元年第２回定例会が、６月４日から６月19日までの16日間の会期で開催されました。今定
例会では、報告案件３件、歳入歳出の予算の総額にそれぞれ50,895千円を追加し歳入歳出予算の
総額を18,627,822千円とする令和元年度一般会計補正予算など、議案16件を慎重審議し、いずれ
の議案も可決となりました。最終日には請願２件に対する採決、議員発議に対する決議案を審議
しました。また、６月５日から６月７日の３日間に一般質問（後頁P８〜11）を行いました。

氏　名　　　

※賛成は○・反対は◆で記載
　加固議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案については本会議での表決（賛成・反対の意思表示）権はありません
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議決結果

35
消費税率及び地方消費税率の改定に伴
う関係条例の整備に関する条例の制定
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ◆ ○ ○ ○ 原案可決

36
かすみがうら市特別職の職員で非常勤の
ものの報酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

37 かすみがうら市公害防止条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

38
かすみがうら市災害弔慰金の支給等に
関する条例の一部を改正する条例の制
定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

39 かすみがうら市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

40
かすみがうら市農村環境改善センター
設置及び管理に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

41
かすみがうら市交流センターの設置及
び管理に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

42 かすみがうら市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

43 令和元年度かすみがうら市一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ○ ○ ○ ○ ○ － ◆ ○ ○ ◆ 原案可決

44 令和元年度かすみがうら市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

45 令和元年度かすみがうら市介護保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

46 市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

47 市道路線の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決
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議決結果

48
（仮称）かすみがうら市ウエルネスプ
ラザ整備事業建築工事請負契約の締結
について

○ ○ ○ ◆ ○ ◆ ○ ○ ○ ○ ○ － ◆ ○ ○ ◆ 原案可決

49 高規格救急自動車・高度救命処置用資機材の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

50 かすみがうら市教育委員会委員の任命について【稲吉　梶本　梓】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 同　　意

【請　願】

１ 後期高齢者の医療費自己負担２割への
引き上げに反対する請願 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 〇 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ － 〇 ◆ ◆ ◆ 不採択

２
デマンド型乗合タクシーの存続と制度
拡充を求める請願書
（趣旨採択することについて）

○ ◆ ◆ ○ ◆ ○ ○ ◆ ◆ ○ ○ － ○ ◆ ◆ ○ 趣旨採択

【議員発議】

１
請願第２号デマンド型乗合タクシーの
存続と制度拡充を求める請願に係る付
帯決議案

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

本会議で行われた主な討論
議案第 35 号
消費税率及び地方消費税率の改定に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

賛　成 反　対
・本市の施設維持管理費等にも消費税を負担して
おり、前回の消費税改正や、施設使用料の全体
的な見直しにおいても消費税率を踏まえた使用
料が設定されている。消費税を施設使用料等に
適切に転嫁しないことには、我が国の社会保障
政策や地方財政に及ぼす影響は大きなものがあ
り、議会としても消費税制度を否定することは
できないと考えるため賛成。

・そもそも今の経済情勢の下で消費税増税をして
よいのかが問われているのではないか。公共料
金への消費税の転嫁はせず、利用者への負担を
すべきでないと考えるため反対。

議案第 43 号
令和元年度かすみがうら市一般会計補正予算（第２号）

賛　成 反　対
・スマートインターチェンジ関連土地利用基本構
想策定調査においては、設置は決定されていな
いものの、着実に進めていくための施策であり、
中心市街地土地利用基本構想策定調査について
は課題とされてきた神立駅周辺地域の複合交流
施設整備を含めた新たなまちづくりへの一歩と
なるものである。今回の補正予算はそれぞれの
課題にしっかりと向き合い新たなまちづくりを
進めていく姿勢の表れと評価するため賛成。

・中心市街地土地利用基本構想策定調査業務委託
は一方的に策定しても意味はないと考える。ま
た、スマートインターチェンジ関連土地利用基
本構想策定調査業務委託はスマートインター
チェンジの設置が必要ないと考えるため反対。



4KASUMIGAURA

【議案の概要】
　市の歳入歳出予算の総額に50,895千円を追加するもので、主なものとしては中心市
街地土地利用基本構想策定業務、スマートインターチェンジ関連土地利用基本構想策
定調査業務、消防団施設整備費の歳出の増額を計上するものです。

「自治総合センターコミュニティ助成金」はどの
ような時に該当となるのか
住民が自主的に行うコミュニティー活動の促進を
図り、地域連帯感に基づく自治意識を盛り上げる
ことを目指し、コミュニティー活動に直接必要な設
備の整備に関する事業に助成を行うものです。
今年度は逆西５区の太鼓などお祭り用品の助成を
行います。

千代田公民館管理事業の増額1,674千円の内容は

建築基準法の一部改正があり、防火扉や防火シャッ
ター等の防火設備の点検報告が義務付けられ、検査
を行ったところ、千代田公民館管内の防火シャッター
に不具合があったため、交換、修繕を行うものです。

議案第43号
令和元年度かすみがうら市一般会計補正予算（第２号）

▲千代田公民館

消防団施設整備事業の歳出増額1,996千円の内容は

災害時における消防団の効果的な救助活動を図る
ため、本市の消防団に風水害における障害物等に
対処するため、チェーンソーを整備するものです。

▲西消防署の装備品のチェーンソー

令和元年　第２回定例会
議案審査特別委員会における主な議案質疑

（６月10日開催）
議案審査特別委員会は15名の委員で構成

議案審査特別委員会議案質疑
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デマンド型乗合タクシーの存続
と制度拡充を求める請願に係る
付帯決議案を可決
　「デマンド型乗合タクシーの存続と制度拡充を
求める請願」の審議時に、請願を趣旨採択とする
動議が議員３名から議長に提出され、請願は趣旨
採択されました。
　併せて、事業存続と制度設計の見直しを検討を
要望する「請願に係る付帯決議案」が提出され、
決議は全会一致で可決されました。

請願第２号デマンド型乗合タクシーの存続と制度拡充を求める
請願に係る付帯決議

　本市は、高齢化社会のさらなる進展、高齢者の運転免許証の返納問題、路線バスの廃止や路
線バス運行の減少、交通不便地域とされる地域の実情に見合った効率的で利便性のある地域交
通システムの確立が求められます。
　本市では交通不便地域住民17,�463人を支援するため、これまでデマンド型乗合タクシーの運
行を行ってきました。
　しかし、この度の地域公共交通の改編では千代田神立ラインバスの新設運行と、デマンド型
乗合タクシーの運行廃止により市域の大きな部分を交通空白地とすること。代替策としてタク
シー利用料金助成事業を行うとするものですが、�いずれも交通不便地域の代替策にはならないも
のであり、高齢者の運転免許証返納にもつながらないものです。
　デマンド型乗合タクシー運行の廃止理由は、利用実態から運行経費が大きく利用者が固定化さ
れ、利用者一人当たりの費用から費用対効果が問題とのことであります。しかし、デマンド型
乗合タクシー運行を始めた平成22年から利用者負担は経費に対して１割には達しておらず、そ
の後９年間同様の割合であります。そして、その間、利用促進策の検討や利用料金の改定など
が行われていないことから、地域公共交通会議の委員が判断するに必要なPDCAサイクルが機能
したとは言い難い状況です。
　さらに、本市を交通空白地にすることは、定住促進や企業誘致、空家の利活用促進、観光交
流事業などにも大きなマイナスとなるため、本請願の趣旨採択にあたり次の２点を強く要望し
ます。

記

１　デマンド型乗合タクシー事業は、本市の高齢化の進展と交通不便地域の住民生活を支援
する観点から、平成22年度からドア・ツー・ドアの公共交通として提供され、９年間で、約
２億５千万円の経費を要しました。利用者からいただいた運賃収入は約２千３百万円で、利用
者負担は一割に満たない状況です。持続可能な制度とするため、運行経費の２分の一程度を利
用者負担とする制度見直しを図り、定期的な改善を定めた制度設計で事業の存続を図ること。

２　デマンド型乗合タクシー事業は利用者の固定化で新規利用が限定的とのことから、需要に
応じた供給の安定化を図る観点から神立駅周辺を共有する土浦市の公共交通との連携、運行事
業者が採算性を高められる制度設計を検討すること。

以上決議する。

▲デマンド型乗合タクシー（霞ヶ浦地区）

特  　  　  集
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▲市道路線廃止個所の現地調査
　【加茂地内】

▲市道路線認定個所の現地調査
　【稲吉南地内】
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▲説明を受ける委員
　【太宰府市】

▲総合窓口を視察する委員
　【大野城市】

委　員　会　活　動
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　本会議の生放送をインターネットを通じて、スマートフォン、
パソコン、タブレットで視聴することができます。
　本会議開催中は市議会ホームページの「議会中継」から、
リアルタイムの中継がご覧いただけます。

URL：
http://smart.discussvision.net/smart/kasumigaura/

インター ネットで
本 会 議 の 様 子 を
配 信 し て い ま す

▲市議会議会中継
　QRコード

自治功労により表彰
　この度７名の議員が永年にわたり地方自治発展と市政の振興に貢献された功績に
より、全国市議会議長会及び茨城県市議会議長会から表彰されました。
　また、前議長の中根議員に茨城県市議会議長会から会務の運営と地方自治の発展
に貢献したとして感謝状が贈られました。

●全国市議会議長会表彰

議員在職15年以上
鈴木　良道
中根　光男
佐藤　文雄

議員在職10年以上
古橋　智樹

●茨城県市議会議長会表彰

議員在職15年以上
鈴木　良道
中根　光男
佐藤　文雄

議員在職８年以上
田谷　文子
岡﨑　勉　
川村　成二

感謝状
中根　光男

配
信
中
！

▲表彰を受けられた７名の議員
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一  般  質  問

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
廃
止
見
送
り
に
よ
り
、
市
地
域
公
共
交
通
再

編
実
施
計
画
見
直
し
、
市
民
の
移
動
手
段
の
充
実
を
図
る
こ
と

に
つ
い
て

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
に
よ
る
地
方
公
務
員
法
の
改

正
に
伴
う
本
市
の
準
備
状
況
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１

▲乗合型デマンドタクシー
　（千代田地区）

２

　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
廃
止
見
送
り
に
よ
り
、
市
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施

計
画
を
見
直
し
、
市
民
の
移
動
手
段
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を

伺
う
。

　

市
長
公
室
長　
本
市
の
乗
合
型
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
利
便
性
の
高
い

効
率
的
な
運
行
の
ほ
か
、
利
用
者
の
減
少
に
よ
り
ま
す
事
業
継
続
な
ど
に
課

題
が
あ
る
と
し
、
市
民
の
代
表
者
を
は
じ
め
、
国
や
県
の
行
政
機
関
や
市
内

の
交
通
事
業
者
な
ど
関
係
32
名
で
組
織
す
る
、
か
み
が
う
ら
市
地
域
公
共
交

通
会
議
に
お
い
て
、
事
業
の
在
り
方
を
含
め
、
本
市
全
体
の
交
通
体
系
を
見

直
す
と
の
方
針
が
決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。本
市
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、

地
域
公
共
交
通
会
議
の
中
で
今
後
と
も
引
き
続
き
利
便
性
が
高
く
、
財
政
的

に
も
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網
の
再
構
築
を
市
地
域
公
共
交
通
会
議
に
お
い

て
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
４
月
施
行
で
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入
に
よ
る
地
方

公
務
員
法
と
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
地
方
自
治
体

に
お
い
て
は
臨
時
職
員
・
非
常
勤
職
員
を
雇
用
し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
る
状
況
だ
が
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て
本
市
の
進
捗
状
況

を
伺
う
。

　
総
務
部
長　
現
在
、
本
市
で
雇
用
を
し
て
お
り
ま
す
臨
時
・
非
常
勤
職

員
の
洗
い
出
し
及
び
会
計
年
度
職
員
と
し
て
任
用
す
べ
き
職
の
整
理
な
ど
、

条
例
制
定
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
当
該
制
度
は
、
地
方
公
務

員
の
人
事
・
任
用
制
度
が
大
き
く
変
更
と
な
る
も
の
で
、
定
期
的
に
総
務
省

調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
や
国
、
県
か
ら
の
助
言
、
あ
る
い
は
県
内
団
体

の
状
況
な
ど
を
参
考
に
検
討
を
重
ね
て
お
り
、
円

滑
な
移
行
を
図
れ
る
よ
う
準
備
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

来栖　丈治 議員

　
憲
法
で
は
全
て
の
国
民
に
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営

む
権
利
」
を
謳
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
国
民
一
人
一
人

に
交
通
手
段
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
交
通
は
基
本
的
人
権
な

の
で
す
。
今
定
例
会
に
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
存
続
と
改
善
を
求
め
る
請
願
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
の
健
康
的
な
生
活
を
支
え
る
交
通
権
に
つ
い
て
、
ど

う
捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

　
市
長
公
室
長　
交
通
権
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
前
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
議

論
が
な
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
こ
と
は
、
十
分
に
承
知
を
し
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
市
地
域
公
共
交
通
会
議
に
お
い
て
、
本
市
の
実
情
に
合
っ
た
利
便
性

が
高
く
、
持
続
可
能
な
交
通
体
系
の
構
築
を
目
指
し
て
、
引
き
続
き
市
民
の

交
通
手
段
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
下
稲
吉
小
学
校
に
お
い
て
、
３
月
の
年
度
末
で
の
転
出
12
人
、
新
年
度

で
の
転
入
採
用
19
人
と
い
う
大
幅
な
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
２
年
間
で

全
職
員
の
４
分
の
3
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
大
人
数
の
異
動

で
、 

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
の
妨
げ
に
な
ら
な
い

か
伺
う
。

　

教
育
長　
教
職
員
の
異
動
に
関
し
て
は
、
県
教
育
委
員
会
が
平
成
31
年

度
定
期
人
事
異
動
方
針
に
の
っ
と
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
度
末
、
年
度

初
め
に
お
け
る
教
職
員
の
異
動
で
す
の
で
、
各
校
と
も
児
童
・
生
徒
の
状
況

を
適
切
に
新
年
度
へ
引
き
継
ぎ
、
児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て
新
し
い
学
年
を

ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

宮嶋　謙 議員

ＱＱ ＡＡ

市
民
の
健
康
的
な
生
活
を
支
え
る
交
通
権
に

つ
い
て
、
ど
う
捉
え
て
い
る
か
伺
う

市
民
の
移
動
手
段
の
充
実
を
図
る
こ
と
に

つ
い
て
伺
う

今
後
と
も
本
市
の
実
情
に
合
っ
た
市
民
の

交
通
手
段
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す

利
便
性
が
高
く
財
政
的
に
も
持
続
可
能
な

公
共
交
通
網
を
目
指
し
た
い

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

他
市
に
負
け
な
い
教
育
環
境
の
整
備
に
向
け
た
体
制
に
つ
い
て

子
育
て
世
代
を
呼
び
込
む
た
め
の
公
園
整
備
に
つ
い
て

農
山
村
地
域
の
生
活
難
民
対
策
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

３２１
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市
長
等
特
別
職
の
政
治
倫
理
条
例
と
議
員
政
治
倫
理
条
例
に

お
け
る
提
案
方
法
に
つ
い
て

地
方
公
務
員
法
第
35
条
職
務
専
念
（
副
業
禁
止
）
義
務
と
採

用
に
関
わ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て

高
齢
化
社
会
の
公
共
交
通
・
福
祉
交
通
の
整
備
に
つ
い
て（
交

通
不
便
地
帯
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
存
続
を
求
め
る
）

中
学
校
生
徒
傷
害
事
件
の
経
過
と
再
発
防
止
策
に
つ
い
て
市

い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る
条
例
の
運
用
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１３ ２４

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

▲かすみがうら市ふるさと応援寄附
ホームページ

１

設楽　健夫 議員
　
中
学
校
生
徒
傷
害
事
件
の
経
過
と
再
発
防
止
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

教
育
長　
臨
時
校
長
会
を
開
催
し
、
事
故
に
つ
い
て
の
説
明
と
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
指
導
、助
言
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
教
育
委
員
会
と
し
て
、

当
該
学
校
へ
の
指
導
、
助
言
を
初
め
、
児
童
相
談
所
を
含
む
関
係
機
関
と
の

連
携
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
緊
急
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
派
遣
な
ど
生
徒

へ
の
影
響
が
極
力
小
さ
く
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
合
併
前
に
旧
霞
ヶ
浦
地
区
に
運
行
し
て
い
た
ミ
ニ
バ
ス
あ
じ
さ
い
号
の

廃
止
経
過
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
公
共
交
通
の
利
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

調
査
実
施
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
長
公
室
長　
か
す
み
が
う
ら
市
で
は
合
併
前
の
旧
霞
ヶ
浦
地
区
を
運

航
し
て
い
た
通
称
あ
じ
さ
い
号
を
も
と
に
霞
ヶ
浦
地
区
、
千
代
田
地
区
に
平

成
18
年
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
を
運
行
し
て
き
ま
し
た
が
平
成
21
年
３

月
の
霞
ヶ
浦
地
区
の
路
線
バ
ス
廃
止
に
伴
い
、デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
、

土
浦
駅
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
、
市
内
観
光
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
と
い
う
体
系
に
移
行
さ

れ
た
も
の
で
す
。
公
共
交
通
利
用
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度

に
市
地
域
公
共
交
通
会
議
に
お
い
て
市
民
や
、
公
共
交
通
利
用
者
な
ど
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
買
い
物
を
目
的
と
す
る
移
動
に
つ

い
て
は
市
内
中
心
市
街
地
が
多
く
、
通
院
を
目
的
と
す
る
移
動
に
つ
い
て
は

土
浦
協
同
病
院
や
神
立
病
院
へ
の
移
動
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
を
把
握
し
て
お

り
ま
す
。
移
動
ニ
ー
ズ
の
調
査
に
つ
い
て
は
市
全
域
を
対
象
と
し
、
実
施
時

期
を
踏
ま
え
て
今
後
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

中
学
校
生
徒
傷
害
事
件
の
再
発
防
止
策
に

つ
い
て
伺
う

生
徒
へ
の
影
響
が
極
力
小
さ
く
な
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

ＱＡ

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
に
貢
献
で
き
る
制

度
、
自
分
の
意
志
で
応
援
し
た
い
自
治
体
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す

が
、
か
す
み
が
う
ら
市
の
返
礼
品
の
品
目
拡
大
に
向
け
て
具
体
的
に
検
討
し

て
い
る
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
都
市
産
業
部
長
　
現
在
は
事
業
者
を
訪
問
す
る
な
ど
し
て
地
道
な
営
業

活
動
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
返
礼
品
を
出
品
い
た
だ
け
る
事
業
者
の
ご
協
力

が
必
要
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
本
市
だ
け
で
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
い
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

　
民
間
の
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
活
用
の
ほ
か
、
制
度
を
周
知
・
広
報

な
ど
ア
ピ
ー
ル
す
る
方
法
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
検
討
し
て
い
る
施
策
は
あ

る
か
伺
う
。

　
都
市
産
業
部
長　
費
用
対
効
果
が
期
待
で
き
る
広
告
や
宣
伝
に
つ
い
て

は
積
極
的
に
活
用
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
現
状
と
し
て

は
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
連
動
し
て
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め

る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
企
業
が
応
援
し
た
い
自
治
体
の
事
業

を
選
び
寄
附
を
す
る
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
、
本
市
で
は
内
閣
府
の

認
定
を
受
け
ま
し
た
地
域
再
生
計
画
に
お
け
る
歩
崎
公
園
湖
岸
桟
橋
設
置
事

業
を
寄
付
金
活
用
事
業
と
し
て
企
業
の
皆
様
か
ら
の
寄
附
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
制
度
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
と
の
連
携
に
よ
る
相
乗
効
果
や
地
道
な
支

援
者
の
増
加
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

櫻井　健一 議員

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
制
度
の
返
礼
品
拡
大

に
つ
い
て
伺
う

出
品
い
た
だ
け
る
事
業
者
の
ご
協
力
が
必

要
不
可
欠
で
す

ＱＡ
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一  般  質  問

市
職
員
の
採
用
に
つ
い
て

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
つ
い
て

教
育
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

向
原
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１３

▲工事が進む千代田石岡バイパ
ス（市川地内）

２４

　
今
年
度
施
政
方
針
に
お
い
て
、
都
市
基
盤
の
整
備
と
し
て
、（
仮
称
）

か
す
み
が
う
ら
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
お

り
、
次
に
国
道
６
号
千
代
田
石
岡
バ
イ
パ
ス
の
早
期
事
業
採
択
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
最
優
先
課
題
と
し
て
整
備
の
優
先
順
位
は
ど
の
よ
う
な
位
置

づ
け
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
市
長　
国
道
６
号
千
代
田
石
岡
バ
イ
パ
ス
は
、
国
の
事
業
で
あ
り
、（
仮

称
）
か
す
み
が
う
ら
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
市
が
主
体
と
な
っ
て

国
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
つ
く
る
事
業
で
す
の
で
、
同
時
に
要
望
活
動
を
し

て
い
る
わ
け
で
す
が
、
基
本
的
に
は
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
ほ
う

が
早
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
前
回
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、
神
立
駅
周
辺
整
備
に
お
け
る
中
心
市
街

地
に
、
複
合
交
流
拠
点
、
行
政
機
能
・
図
書
館
機
能
を
令
和
３
年
度
完
成
に

向
け
て
整
備
す
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
そ
の
後
の
具
体
的
進
捗
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

　

都
市
産
業
部
長　
神
立
駅
周
辺
に
つ
い
て
は
、
現
在
西
口
駅
前
広
場
及

び
神
立
停
車
場
線
な
ど
の
都
市
施
設
整
備
を
一
体
的
に
整
備
し
、
土
浦
市
と

共
同
で
神
立
駅
西
口
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
令
和
３
年
度
の
事
業
完
成
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

佐藤　文雄 議員

ＱＱ ＡＡ

矢口　龍人 議員

　
昨
年
４
月
、
建
設
会
社
の
代
表
取
締
役
が
市
の
職
員
に
採
用
さ
れ
た
。

同
年
９
月
６
日
の
私
の
一
般
質
問
後
、
当
該
市
職
員
は
９
月
11
日
、
当
該
建

設
会
社
役
員
を
辞
任
し
た
。
こ
の
事
実
は
当
該
市
職
員
が
地
方
公
務
員
法
第

38
条
違
反
を
認
め
た
こ
と
に
な
る
。
市
長
は
、
辞
任
す
れ
ば
地
方
公
務
員
法

違
反
は
免
れ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、
伺
う
。

　

市
長　
辞
任
も
含
め
、間
違
い
を
正
す
の
は
当
然
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

役
員
の
就
任
の
事
実
が
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
当
然
そ
の
よ

う
な
状
況
に
応
じ
た
相
応
の
措
置
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
理
解
を
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　
全
国
的
に
学
校
給
食
無
料
化
（
一
部
補
助
も
含
む
）
が
進
ん
で
い
る
。

教
育
委
員
会
は
な
ぜ
学
校
給
食
無
料
化
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
と
し
な
い
の

か
。
継
続
的
な
財
源
の
確
保
が
難
し
い
と
い
う
理
由
だ
け
か
伺
う
。

　
教
育
部
長　
給
食
費
の
無
料
化
は
、
現
在
の
保
護
者
の
負
担
を
市
の
税

金
で
肩
が
わ
り
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
本
市
に
と
っ
て
は
非
常
に

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
教
育
施
策
と
し
て
の
優
先
度
の
観
点
か
ら
も
、
無
償
化
を

現
時
点
に
お
い
て
は
検
討
す
る
状
況
に
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

ＱＱ ＡＡ

国
道
６
号
バ
イ
パ
ス
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
優
先
順
位
を
伺
う

当
市
の
職
員
採
用
に
お
け
る
地
方
公
務
員

法
違
反
の
疑
い
に
つ
い
て
伺
う

国
の
事
業
で
同
時
に
要
望
活
動
を
し
て
い
る
が

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
ほ
う
が
早
い
の
で
は

状
況
に
応
じ
た
相
応
の
措
置
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
理
解
し
て
い
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
（
基
本
計
画
）
に
基
づ
く
具

体
的
な
実
行
計
画
策
定
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理
等
に

関
す
る
条
例
並
び
に
地
区
公
民
館
運
営
規
則
の
課
題
に
つ
い
て

下
稲
吉
中
地
区
に
お
け
る
市
長
公
約
を
踏
ま
え
た
複
合
施
設
整

備
の
具
体
的
計
画
に
つ
い
て

中
学
校
地
区
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
課
題
に
つ
い
て

6
号
国
道
バ
イ
パ
ス
（
中
貫
～
千
代
田
・
石
岡
イ
ン
タ
ー
ま
で

の
９・９
キ
ロ
）
の
事
業
化
着
工
の
早
期
実
現
を
。

質　
問　
事　
項

５ ４ ３ ２ １
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外
国
人
の
居
住
・
労
働
・
就
学
等
に
関
す
る
当
市
対
応
ポ
リ

シ
ー
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１

生
活
困
窮
家
庭
の
学
習
支
援
強
化
と
生
活
改
善
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
日
本
版
ネ
ウ
ボ
ラ
）
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て

新
規
就
農
者
の
育
成
と
当
市
の
支
援
策
に
つ
い
て

災
害
時
に
被
災
者
の
情
報
を
一
元
管
理
す
る
被
災
者
支
援
シ
ス

テ
ム
導
入
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

３４ １２

古橋　智樹 議員
　
本
市
の
人
口
は
減
少
に
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
国
人
の
人
口

は
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。
外
国
人
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
意
図
し
た
多
文
化
共
生
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
本
市
の
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
長　
外
国
人
市
民
の
方
々
も
日
本
人
市
民
と
同
様
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
権
利
と
義
務
を
擁
し
て
お
り
、お
互
い
が
お
互
い
の
文
化
の
特
性
、

特
徴
を
理
解
し
て
い
く
こ
と
で
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
文
化
が
融
合
し
た
新
し
い

文
化
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
後
は
、
外
国
人
市
民
の
方
々

は
も
と
よ
り
企
業
や
関
係
機
関
、
関
係
団
体
、
行
政
と
の
協
働
に
よ
り
ま
し

て
、多
文
化
共
生
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ご
み
集
積
所
を
明
確
に
持
た
な
い
ア
パ
ー
ト
に
お
住
い
の
外
国
人
の
方

が
分
別
し
な
い
ご
み
を
捨
て
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
聞
き
及
ん
で

い
る
が
、
市
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
伺
う
。

　
市
民
部
長　
ご
み
の
分
別
に
関
し
て
は
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
日
本

語
以
外
の
５
カ
国
分
備
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
有
効
活
用
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
行
政
区
長
の
皆
様
、
外
国
人
が
住
む
ア
パ
ー
ト
の
大
家

さ
ん
、
不
動
産
業
の
方
々
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
、

ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
よ
う
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

多
文
化
共
生
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

本
市
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う

協
働
に
よ
り
ま
し
て
、
多
文
化
共
生
に
よ

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
た
い

ＱＡ

　
生
活
困
窮
家
庭
の
学
習
支
援
強
化
と
生
活
改
善
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
貧
困
が
親
か
ら
子
へ
受
け
継
が
れ
る
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
に
は
、

総
合
的
支
援
が
重
要
で
あ
り
急
務
で
あ
る
が
、
現
在
の
課
題
と
支
援
事
業
の

さ
ら
な
る
推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

　
保
健
福
祉
部
長
　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
お
け
る
子
ど
も
の
学

習
・
生
活
支
援
事
業
に
お
い
て
は
、
貧
困
の
連
鎖
を
防
止
す
る
た
め
に
早
期

の
対
応
が
効
果
的
で
あ
り
ま
す
の
で
、
現
在
対
象
と
し
て
い
る
中
学
生
に
加

え
小
学
生
世
代
も
支
援
対
象
に
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
本
市
で
は
自
立
相
談
支
援
事
業
、
家
計
改
善
支
援
事
業
、
就
労
準
備
支

援
事
業
の
一
体
的
実
施
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
有
機
的
連
携
を

図
る
こ
と
に
よ
り
充
実
し
た
事
業
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ネ
ウ
ボ
ラ
）
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い

て
、
ネ
ウ
ボ
ラ
と
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
母
子
支
援
制
度
の
こ
と
で
助
言
の
場

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
が
、
本
市
の
母
子
の
孤
立
を
防
ぐ
た
め
に
子
育
て

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
に
向
け
た
推
進
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
保
健
福
祉
部
長　
本
市
で
は
令
和
２
年
度
よ
り
開
設
す
る
予
定
と
し
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
前
段
と
し
て
本
年
度
当
初
よ
り
健
康
づ
く
り
増
進
課
所

管
に
お
い
て
妊
産
婦
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
産
後
ケ
ア
係
を
設
置
し
て
お
り
、

来
年
度
の
本
格
開
始
に
向
け
て
ス
ム
ー
ズ
に
業
務
移
行
が
で
き
る
よ
う
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

中根　光男 議員

生
活
困
窮
家
庭
の
支
援
事
業
推
進
に
つ
い

て
伺
う

事
業
の
有
機
的
連
携
に
よ
り
充
実
し
た
展

開
を
図
り
た
い

ＱＡ



今
年
の
６
月
末
は
関
東
で
平
年
の
20
％
以
下

と
な
る
日
照
時
間
を
記
録
し
、
ま
た
九
州
南
部

で
前
線
の
停
滞
に
よ
る
豪
雨
が
発
生
す
る
な
ど

異
常
気
象
が
続
き
、
7
月
半
ば
に
入
っ
て
も
ま

だ
、
梅
雨
寒
い
日
が
続
き
、
農
作
物
の
成
長
も

心
配
さ
れ
る
異
常
気
象
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
発
行
さ
れ
る
8
月
後
半

の
気
温
は
平
年
並
み
か
、高
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
猛
暑
に
よ
る
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ
る
人
が
増
加
し

て
お
り
ま
す
。
皆
様
も
こ
ま
め
な
水
分
補
給
な
ど
、
体
調
管
理
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。�

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
　
岡
﨑
　
勉

コ ラ ム
議 会 日 誌議 会 日 誌

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

　
本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、

議
会
で
の
議
員
の
発
言
や
、
市
長
の
考
え
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
３
日
（
火
）
か
ら
千
代
田
庁
舎
３
階
議
場
に
お
い
て
開
会
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ご意見をお寄せ下さい

編集
後記

（5月1日〜7月31日まで）

●
５
月
●

　

14
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

22
日　

総
務
委
員
会

　
　
　
　

茨
城
県
南
市
議
会
議
長
会
定
例
会

　

27
日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
定
例
会

　

28
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

29
日　

霞
台
厚
生
施
設
組
合
議
会
臨
時
会

　

29
日
～
30
日

　
　
　
　

関
東
市
議
会
議
長
会
85
回
定
期
総
会

●
６
月
●

　

４
日
～
19
日

　
　
　
　

令
和
元
年
第
２
回
定
例
会

　

４
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

７
日　

総
務
委
員
会

　
　
　
　

産
業
建
設
委
員
会

　
　
　
　

令
和
元
年
第
2
回
定
例
会
議
案
審
査
特

別
委
員
会

　

10
日　

令
和
元
年
第
2
回
定
例
会
議
案
審
査
特

別
委
員
会

　

11
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
第
95
回
定
期
総
会

　

19
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

●
７
月
●

　

８
日
～
９
日

　
　
　
　

総
務
委
員
会
視
察
研
修

　

９
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

16
日　

湖
北
環
境
衛
生
組
合
議
会
臨
時
会

　

17
日　

新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
議
会
臨
時
会

　

29
日　

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会　

臨
時
会

　

30
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

豆辞典 とはとは？？
請
願
に
つ
い
て
「
願
意
は
妥
当
で
あ
る

が
、
実
現
性
の
面
で
確
信
が
持
て
な
い
」

と
い
っ
た
場
合
に
、
不
採
択
と
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
と
し
て
採
ら
れ
る
請
願
に
対

す
る
決
定
の
方
法
を
言
い
ま
す
。

請
願
に
対
す
る
議
会
の
意
思
決
定
は
、

理
論
的
に
は
採
択
か
不
採
択
の
２
種
類
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
議
会
と
し
て
は
請
願
の
願
意
に

つ
い
て
は
十
分
に
理
解
で
き
る
が
、
当
該

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
等
か
ら
当
分

の
間
は
願
意
を
実
現
す
る
こ
と
が
不
可
能

で
あ
る
場
合
等
に
、
便
宜
的
に
「
趣
旨
に

は
賛
成
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
の
議
決
を

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
趣
旨
の
み

取
り
上
げ
る
こ
と
か
ら
「
趣
旨
採
択
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

（
参
考
：
地
方
議
会
運
営
辞
典
）

趣 旨 採 択趣 旨 採 択

詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。　電話　0299（59）2111　内線1302　FAX　0299（59）4753
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.lg.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.lg.jp

令和元年第２回
定例会では、
延べ６０名
の方が本会議を
傍聴されました。


